
 

 

［成果情報名］メチルアセトアミドを用いたシャモ凍結精液による遺伝資源保存技術  

［要約］メチルアセトアミドを6～9％の濃度に調整したシャモの凍結精液を週2回人工授精すること

で、34～38％の受精率が得られる。 
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［背景・ねらい］ 

福岡県産ブランド鶏の「はかた地どり」原種鶏は当場が保有しており、家畜伝染病の発生に備

え、リスク回避対策として種鶏における精液の凍結保存が求められている。鶏では、煩雑な操作を必

要とせずに融解後にそのまま注入できる新たな凍結保護剤としてメチルアセトアミド（MA）を用いた

精液凍結保存技術が開発された（2010年、独立行政法人家畜改良センター岡崎牧場）。一方、凍結

精液の受精率は品種や系統により異なることが報告されている。そこで、当場保有のシャモ精液の保

存を可能にするMA濃度と人工授精技術を明らかにし、凍結精液による遺伝資源保存技術を確立す

る。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．MAを凍結保護剤としてシャモ精液を凍結保存し人工授精を実施するまでのフローを表1に示

す。 

２．MA濃度を6.0～9.0％に調整した希釈液で凍結保存した福岡県保有のシャモ精液は、凍結融解後

の精子生存指数に差はない。この凍結精液を用いて3-4日間隔で週2回の人工授精を実施すると

34～38％の受精率が得られる。これは生精液での受精率に対する6割程度の受精率である（表

2）。 

３．MAを 7.5％とした希釈液を用いて作製した凍結精液を、融解後に週1回の頻度で人工授精を行う

と週2回の頻度に比較して受精率は28ポイント低くなる（表3）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．当該技術をシャモ向けの「凍結精液を用いた人工授精マニュアル」として作成する。 

２．当該技術は当場で飼養しているシャモにおける技術であり、本成果を応用する場合は検討が必要

である。 

 

［具体的データ］ 

表 1 凍結精液に係るフロー及び希釈液組成 

 
 



 

 

表 2 凍結精液中のメチルアセトアミド濃度が受精率に及ぼす影響 

 

 

 

 

 

 

注）1. 試験期間：2020.6月～2021年 4月 

2. 供試鶏：シャモ雄21-25羽、30-60週齢 

      シャモ雌各区10羽、37-62週齢 

      横斑プリマスロック雌各区10羽、69-72週齢 

3. 初日と3日目に人工授精後、人工授精回数を2回/週実施 

4. 精子生存指数=精子活力×精子割合 

5. 生精液は試験区と同程度の精子数になるよう希釈 

6. n.s.で有意差なし（受精率はカイ二乗検定後に残差分析、 

精子生存指数はTukeyの多重比較検定で分析） 

 

表 3 凍結精液の人工授精頻度が受精率に及ぼす影響 

人工授精頻度 受精率

（％） 

供試卵数

（個） 

週2回 37.7＊ 220 

週 1回 9.7 238 

注）1. 試験期間：2021年 4月 

2. 供試鶏：シャモ雄21羽、30-32週齢 

      シャモ雌（各区6羽×3反復）、30-32週齢 

3. 初日と3日目に人工授精後、週2回は3～4日間隔で人工授精を実施 

4. 凍結精液のMA濃度は7.5％ 

5. ＊：ｐ<0.05で有意差あり（カイ二乗検定） 
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MA 

濃度 

受精率（％） 

（生精液に対する割合） 
精子生存指数 

供試卵数

（個） 

6.0％ 34.1（56） 52.2±2.5 281 

7.5％ 38.4（63） 57.1±1.9 310 

9.0％ 35.6（58） 53.7±2.0 283 

有意差 n.s. n.s.  

生精液（参考） 60.9（100） － 261 


